
　

国
が
全
国
的
な
子
ど
も
の
体
力
の

状
況
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ

り
、
学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に

関
す
る
指
導
な
ど
の
改
善
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
、
「
体
力
運
動
能

力
調
査
」
を
小
学
校
第
５
学
年
は
７

月
21
日
に
、
中
学
校
第
２
学
年
は
体

育
の
授
業
を
利
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
国
が
抽
出
す
る

学
校
と
教
育
委
員
会
が
選
定
す
る
希

望
校
で
の
実
施
体
制
に
変
更
さ
れ
、

本
町
に
お
い
て
は
美
国
中
学
校
が
抽

出
校
で
、
美
国
小
学
校
及
び
日
司
小

学
校
が
希
望
校
と
し
て
調
査
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

年
末
に
は
こ
の
調
査
結
果
が
公
表

さ
れ
、
今
後
の
各
学
校
に
お
け
る
体

　

児
童
・
生
徒
に
お
け
る
夏
季
休
業

は
、
小
学
校
・
中
学
校
と
も
25
日
間

で
あ
り
、
２
学
期
は
８
月
18
日
か
ら

始
ま
り
、
児
童
生
徒
に
は
事
故
も
な

く
、
元
気
に
登
校
し
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
家
庭
を

中
心
と
し
た
生
活
形
態
で
す
が
地
域

　

道
営
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
新

規
事
業
と
し
て
美
国
小
泊
地
区
（
旧

建
設
課
関
係

建
設
工
事
等
の
発
注
状
況

前
年
比
工
事
契
約
額
２
１
２
％
、

総
額
４
億
３
，
２
０
０
万
円

道
営
治
山
事
業

美
国
小
泊
荒
木
地
先
着
工

夏
季
休
業
が
終
了

事
故
な
く
元
気
に
登
校

社
会
科
副
読
本「
積
丹
の
町
」

編
集
委
員
会
を
設
置

平
成
22
年
度
全
国
体
力
・
運
動

能
力
運
動
習
慣
等
調
査
終
了

社
会
の
沢
山
の
人
々
と
触
れ
合
う
機

会
も
多
く
、
そ
の
中
か
ら
主
体
的
に

学
び
自
ら
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

基
礎
的
な
学
習
能
力
や
基
本
的
な
知

識
が
身
に
つ
い
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

教育行政報告
（要約）

学
校
教
育
関
係
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９
月
10
日
現
在
の
建
設
工
事
等
の

発
注
状
況
は
、
土
木
関
係
６
件
、
建

築
関
係
９
件
、
水
道
関
係
３
件
、
合

計
１
８
件
、
総
工
事
契
約
金
額
は
、

４
億
３
，
３
８
３
万
９
千
円
で
す
。

昨
年
の
同
時
期
の
総
工
事
契
約
金
額

２
億
４
６
８
万
２
千
円
と
比
較
し
て
、

２
億
２
，
９
１
５
万
７
千
円
（
２
１

２
％
）
増
の
状
況
で
す
。

　

現
在
施
工
中
の
主
な
工
事
は
、
美

国
小
学
校
耐
震
・
大
規
模
改
修
工
事
、

美
国
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事
、
美

国
小
学
校
環
境
整
備
工
事
、
美
国
中

学
校
環
境
整
備
工
事
、
憩
い
の
広
場

環
境
整
備
工
事
、
教
員
住
宅
給
湯
設

備
等
改
修
工
事
外
４
件
で
す
。

　

ま
た
、
委
託
業
務
は
、
地
籍
調
査

関
係
１
件
、
土
木
関
係
２
件
、
建
築

関
係
２
件
、
水
道
関
係
１
件
、
合
計

６
件
、
契
約
金
額
１
，
１
９
４
万
９

千
円
で
す
。

　

工
事
及
び
委
託
業
務
の
契
約
総
件

数
は
24
件
、
総
額
４
億
４
，
５
７
８

万
８
千
円
、
う
ち
国
の
平
成
21
年
度

予
算
の
繰
り
越
し
に
よ
る
関
連
事
業

分
は
、
16
件
、
４
億
３
，
２
８
７
万

３
千
円
で
す
。

荒
木
地
先
）
復
旧
治
山
工
事
が
８
月

11
日
に
着
工
し
、
法
枠
工
２
，
１
７

１
㎡
、
雪
崩
予
防
柵
82
ｍ
、
法
切
工

２
３
５
㎥
な
ど
が
、
来
年
２
月
に
完

成
予
定
で
す
。

内
容
の
改
訂
を
行
う
こ
と
と
な
る
た

め
、
積
丹
町
教
育
研
究
会
・
社
会
科

部
会
を
中
心
に
、
６
月
30
日
に
編
集

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
の
同
委
員
会
を
７
月
14

日
に
開
催
し
、
編
集
、
方
針
、
編
集

日
程
及
び
作
業
分
担
を
決
め
、
現
在
、

委
員
に
よ
る
原
案
を
執
筆
中
で
あ
り
、

来
年
の
２
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

町
内
小
学
校
３
年
生
及
び
４
年
生

の
社
会
科
副
読
本
「
積
丹
の
町
」
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要

領
の
実
施
と
あ
わ
せ
て
本
年
度
中
に



　

子
ど
も
た
ち
が
親
睦
を
深
め
、
体

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

町
内
４
校
の
小
学
生
が
一
堂
に
会
し
、

第
36
回
積
丹
町
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
が
研
修
広
場
で
、
９
月
９
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
競
技
６

種
目
、
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
３
種
目
の

合
計
９
種
目
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
４
年
女
子
５
０
０
メ

ー
ト
ル
走
で
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
る
様
子
が
随
所
に

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
種
競
技
で
精
一
杯
頑
張
っ
た
児

童
を
賞
賛
す
る
と
と
も
に
、
大
会
運

営
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

教
職
員
の
皆
様
や
応
援
い
た
だ
き
ま

し
た
保
護
者
の
方
々
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

陸
上
競
技
大
会
を
開
催

育
指
導
等
の
改
善
に
役
立
て
て
ま
い

り
ま
す
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
を
７

月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
３
日
間
、

積
丹
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
で
、
小
学
校
２
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
24
名
が
参
加
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

泳
力
指
導
で
は
各
自
の
力
量
に
見

合
っ
た
練
習
方
法
を
指
導
し
ア
ク
ア

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
全
国
46
の

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
９
４
４
名
（
２
３

６
チ
ー
ム
）
が
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
ネ
ッ

ト
回
線
を
通
じ
て
同
一
日
開
催
の
タ

イ
ム
レ
ー
ス
形
態
で
実
施
し
、
低
学

年
の
部
で
積
丹
町
Ｂ
チ
ー
ム
が
総
合

２
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
り
、

身
近
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
救

助
体
験
を
し
、
水
へ
の
安
全
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

7

生
涯
学
習
関
係

社
会
体
育
事
業

　

第
３
回
少
年
教
室
「
Ｂ
＆
Ｇ
野
外

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
キ
ャ
ン

プ
体
験
教
室
を
、
８
月
12
日
及
び
13

日
の
２
日
間
、
23
名
が
参
加
し
て
開

家
庭
教
育
の
推
進

催
し
ま
し
た
。

　

集
団
行
動
を
通
し
て
社
会
性
を
養

い
、
水
辺
の
事
故
や
不
測
の
事
態
に

必
要
な
知
識
を
体
験
的
に
学
習
す
る

こ
と
で
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
自
助
意
識
を
喚
起
す
る
と
と

も
に
、
自
然
の
厳
し
さ
や
優
し
さ
、

楽
し
さ
を
体
験
し
、
自
然
に
対
す
る

興
味
や
関
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
今
後
も
継
続
し
て
事
業
の
実
施

を
し
ま
す
。

　

第
４
回
少
年
教
室
「
俳
句
教
室
」

を
９
月
４
日
、
小
中
学
生
を
対
象
に

開
催
し
ま
し
た
。
小
学
生
11
名
、
中

学
生
２
名
の
参
加
者
は
、
俳
句
の
基

本
に
つ
い
て
講
師
か
ら
学
ん
だ
後
に
、

美
国
漁
港
や
黄
金
岬
の
自
然
観
察
を

し
な
が
ら
、
43
首
の
作
品
を
完
成
さ

せ
、
講
師
か
ら
の
講
評
を
受
け
ま
し

た
。
作
品
は
、
町
の
文
化
祭
に
も
出

品
す
る
予
定
で
す
。

　

俳
句
づ
く
り
は
、
自
分
自
身
の
思

い
や
考
え
方
を
多
様
に
し
、
豊
か
な

心
を
育
む
も
の
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

文
化
の
振
興
に
つ
い
て

　

「
道
民
文
化
祭
」
第
38
回
後
志
俳

句
大
会
が
７
月
25
日
に
積
丹
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
68
名
の
参
加
者
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
各
自
が
投
句
す
る
兼
題
投

句
の
参
加
者
は
、
１
０
２
名
で
、
審

査
の
結
果
積
丹
町
か
ら
２
名
の
方
が

最
高
の
特
選
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
日
は
、
「
海
霧
」
を
席
題
と

し
て
、
68
名
の
方
が
投
句
し
、
積
丹

町
の
２
名
の
方
が
、
３
位
と
４
位
に

入
選
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
主
的
、
積
極
的
な
芸

術
文
化
活
動
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　

昨
年
度
と
同
様
に
、
７
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
の
２
ヵ
月
間
を
利

用
期
間
と
し
、
期
間
中
事
故
な
く
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

利
用
人
数
は
、
延
べ
１
，
９
４
１

人
（
前
年
度
比
85
人
増
）
、
使
用
料

の
累
計
は
、
44
千
円
（
前
年
度
比
９

千
円
増
）
で
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て



（
原
案
可
決
）

議
案
第
10
号

　

積
丹
町
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
規
定
に

よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の

保
護
を
目
的
と
し
た
、
犯
罪
被
害
者

等
の
支
援
等
に
つ
い
て
の
地
方
公
共

団
体
の
責
務
規
定
を
現
行
条
例
に
追

加
明
記
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
11
号

　

積
丹
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
４
月
１
日
発
足
し
た
日

本
年
金
機
構
が
行
う
業
務
の
実
施
に

必
要
な
資
料
要
求
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
免
除
の
取
り
扱
い
と
す
る
条
例

の
免
除
適
用
条
項
の
拡
充
整
備
を
図

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
12
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

　

法
務
大
臣
へ
任
期
満
了
及
び
新
た

い
て

議
案
第
５
号

　

平
成
21
年
度
積
丹
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　

平
成
21
年
度
積
丹
町
介
護
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　

平
成
21
年
度
積
丹
町
産
業
交
流
雇

用
対
策
推
進
事
業
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　
議
案
第
８
号

　

平
成
21
年
度
積
丹
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
い
ず
れ
も
認
定
）

議
案
第
９
号

　

積
丹
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

積
丹
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
を
策
定
し
北
海
道
知
事
と
の
協

議
を
了
し
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
，
１
０
７
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
承　
　

認
）

　
報
告
第
４
号

　

平
成
21
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比

率
等
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
（
健

全
化
判
断
比
率
）
及
び
第
22
条
第
１

項
（
資
金
不
足
比
率
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

報
告
す
る
も
の
で
す
。（

承　
　

認
）

議
案
第
１
号

　

平
成
21
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　

平
成
21
年
度
積
丹
町
老
人
保
健
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　

平
成
21
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　

平
成
21
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

審
議
さ
れ
た
案
件

報
告
第
１
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
（
平
成
22
年
度
積
丹
町
一
般

会
計
補
正
予
算
・
第
３
回
）

　

白
鳥
忠
世
元
積
丹
町
長
の
死
去
に

伴
う
香
典
50
万
円
、
広
告
料
32
万
円

な
ど
合
計
98
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
24
億
１
５
１
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
承　
　

認
）

報
告
第
２
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
（
平
成
22
年
度
積
丹
町
一
般

会
計
補
正
予
算
・
第
４
回
）

　

７
月
29
日
発
生
の
大
雨
の
災
害
応

急
復
旧
対
策
に
伴
う
職
員
手
当
、
修

繕
料
な
ど
１
，
１
０
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
24
億

１
，
２
５
１
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

（
承　
　

認
）

報
告
第
３
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
（
平
成
22
年
度
積
丹
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
２
回
）

　

７
月
29
日
発
生
の
大
雨
の
災
害
応

急
復
旧
対
策
に
伴
う
修
繕
料
40
万
円

8



な
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
３
名
を
推

薦
す
る
に
当
た
り
、
人
権
擁
護
委
員

法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

成
田
康
正　

氏
（
美
国
町
）

　

川
井
順
應　

氏
（
入
舸
町
）

　

安
宅
範
子　

氏
（
余
別
町
）

（
同　
　

意
）

議
案
第
13
号

　

積
丹
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

公
営
住
宅
に
お
け
る
国
の
暴
力
団

排
除
の
推
進
方
針
並
び
に
全
国
の
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
同
対
策
の
動

向
に
沿
っ
て
、
積
丹
町
営
住
宅
か
ら

の
暴
力
団
排
除
に
必
要
な
条
例
規
定

の
所
要
の
整
備
を
図
る
た
め
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

9

議
案
第
14
号

　

平
成
22
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
回
）

　

農
地
利
用
集
積
事
業
費
、
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
購
入
費
な
ど
合
計
１
，

８
２
４
万
５
千
円
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
24
億
３
，

０
７
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

平
成
22
年
第
５
回
町
議
会
臨
時
会

　

平
成
22
年
第
５
回
町
議
会
臨
時
会
が
10
月
20
日
招
集
さ
れ
、
議
案
３

件
が
審
議
さ
れ
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
さ
れ
た
案
件

議
案
第
１
号

　

平
成
22
年
度
積
丹
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

余
市
協
会
病
院
救
急
医
療
体
制

維
持
補
助
金
１
０
８
万
円
及
び
ほ

っ
か
い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り

推
進
事
業
費
22
万
円
、
合
計
１
３

０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
24
億
３
，
２
０
６
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　

平
成
22
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

回
）

　

７
月
29
日
発
生
の
大
雨
に
よ
り

被
災
し
た
伊
佐
内
川
水
道
取
水
施

設
の
災
害
復
旧
費
補
助
に
よ
る

復
旧
対
策
に
伴
う
工
事
請
負
費

５
９
０
万
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
１
億
４
，
６
９
７

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

議
会
の
議
決
に
付
す
る
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
１
台

の
購
入
に
係
る
動
産
の
買
入
れ
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
15
号

　

平
成
22
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

議
案
第
16
号

　

平
成
22
年
度
積
丹
町
産
業
交
流
雇

用
対
策
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
回
）

　

簡
易
水
道
及
び
産
業
交
流
雇
用
対

策
推
進
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
変
更
し
な
い
で
、そ
れ

ぞ
れ
歳
出
予
算
内
の
組
み
替
え
措
置

を
行
う
も
の
で
す
。

（
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

意
見
案
第
１
号

　

道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見
書

（
原
案
可
決
）

意
見
案
第
２
号

　

国
土
交
通
省
北
海
道
局
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書

（
原
案
可
決
）

意
見
案
第
３
号

　

Ｂ
型
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決

を
求
め
る
意
見
書

（
原
案
可
決
）

暴
力
団
員
の
町
営
住
宅
の
使
用
の
制
限

に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

　

町
と
余
市
警
察
署
は
、
10
月
７
日

に
「
暴
力
団
員
に
係
る
町
営
住
宅
の

使
用
の
制
限
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
の
締
結
は
、
公
営
住
宅

の
入
居
者
や
周
辺
住
民
の
生
活
の
安

全
と
平
穏
確
保
を
侵
害
さ
れ
る
事
案

が
全
国
的
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
警
察
署
と
町
が
、
暴

力
団
排
除
対
策
の
推
進
と
連
携
強
化

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
町
は
入
居

審
査
な
ど
の
場
合
に
、
余
市
警
察
署

に
暴
力
団
員
か
ど
う
か
を
照
会
し
、

暴
力
団
員
で
あ
る
場
合
は
同
署
か
ら

通
知
を
受
け
る
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
警
察
署
と
の
こ
う
し
た

連
携
強
化

に
よ
り
安

全
で
安
心

な
ま
ち
づ

く
り
の
推

進
に
役
立

て
る
こ
と

に
し
て
い

ま
す
。


